
研究の背景
金属粉末焼結3Dプリンタは、強度の高い複雑形状を製作可能なことに加えて、金属粉末を焼結する際のレーザー強度を調
節することで、加工部材の任意の場所に対して、通気性を与えることが可能です。本研究では、形状を付加製造することに加
えて、製作した部材の任意の場所に通気性を与えるという“機能を付加する” ことが可能な金属粉末焼結3Dプリンタの特
徴を利用して、多孔質静圧空気軸受という機械要素の性能向上を試みました。

多孔質静圧空気軸受は、加圧された空気膜により機械装置の可動部分を非接触で浮上させる機械要素で、精密加工機
や精密測定装置に広く使用されています。金属３Dプリンタの利点を活用し、①多孔質材と支持構造体を一体製作する
ことによる構造の簡略化、②造形時のレーザー強度の調節による多孔質材の任意の場所の通気性のコントロール を可
能としました。

研究の概要

機械

今後の展開
・さらなる高性能化を実現するための、多孔質層通気率
の最適化を検討している。

■知的財産権：特開2019-190591
　　　　　　 「多孔質静圧空気軸受及びその製造方法」
■試作品　　：あり
■サンプル　：あり

・多孔質材と支持構造体の一体製作による構造の簡略化
・造形時のレーザー強度の調節による多孔質材の任意の場所の
通気性のコントロール

POINT

・多孔質層通気率の最適化

従来・競合との比較

想定される用途

・精密加工機の案内機構
・精密測定器の案内機構
・非接触浮上装置

実用化に向けた課題

・精密加工機や測定機などの可動部の軸受と
して静圧空気軸受の利用を検討している企
業や、静圧気体軸受の製造メーカーとの共同
研究を希望。

企業へ期待すること

金属3Dプリンタを用いた新しい多孔質静圧空気軸受金属3Dプリンタを用いた新しい多孔質静圧空気軸受金属3Dプリンタを用いた新しい多孔質静圧空気軸受金属3Dプリンタを用いた新しい多孔質静圧空気軸受金属3Dプリンタを用いた新しい多孔質静圧空気軸受金属3Dプリンタを用いた新しい多孔質静圧空気軸受金属3Dプリンタを用いた新しい多孔質静圧空気軸受金属3Dプリンタを用いた新しい多孔質静圧空気軸受金属3Dプリンタを用いた新しい多孔質静圧空気軸受
Newly Developed Aerostatic Porous Bearings Manufactured Using Direct Metal Printing Technology

・現在市販されている多孔質空気軸受数
mm厚の多孔質材料を用いて製作し、
ニューマティックハンマと称される不安定
振動を防止する目的で表面目詰まり処理を
行っている。これにより量産製造時に多孔
質材の通気率および目詰まり度の管理が
必要となり、コスト増となっている。
・新技術
  金属3Dプリンタにより、1mm以下の多孔
質層と支持体を一体で製作し、構造を簡略
化している。製造時に、多孔質層の通気率
を任意に調整でき、従来品より高性能な軸
受の製造が可能である。

能としました。

図 金属粉末3Dプリンタを使用して、多孔質層と支持体を一体で製作した多孔質静圧気体軸受
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